


 

 

 

はじめに 
 

河川堤防は歴史的構造物であり、地質や提体材料が不明瞭な場合が多く、これまで、堤防

の詳細点検等を実施していますが、全体を網羅できていない現状にあります。また、既存の

堤防点検要領は主に目視による変状確認であり、定量的な評価が課題でした。 

堤防の被災箇所等においては、堤防開削調査などが行われ、また現在、治水地形分類図の

見直し(地理院)や新技術を活用した地上レーザー計測 MMS(モービルマッピングシステム)に

よる河川状況の把握、物理探査、航空計測(UAV)などが進められており、これらを組み合わ

せた評価が必要とされています。 

東北技術事務所では、｢河川堤防における状態監視手法の高度化及び評価検討｣として、UAV

を活用した 2 局面｢洪水時における堤防挙動」「維持管理における堤防、構造物等の河川管理

施設の変状把握｣の堤防調査により【UAV による河川調査･管理への活用の手引き(案)】を作

成しました。 

東北地方整備局管内における河川調査等において、UAV 計測を実施する際に、安全かつ有

効にＵＡＶを運用するための基礎資料として、現場の監督員が本資料を広く活用し、今後の

更なる河川堤防の調査（変状把握）・維持管理に寄与することが出来れば幸いです。 

また、ＵＡＶで撮影した画像は、通常我々が見ることができる視点場とは全く異なった多

くのものも含まれることから、専門家は無論、一般の人にとって大変興味深い映像も撮影可

能です。 

このため、施設の調査・維持管理目的のみならず、広報手段としても積極的な活用が期待

されます。写真・動画を使ってインフラ施設の紹介を行うスマホアプリ「ガイド東北」への

掲載、動画投稿サイトの活用等、それぞれの現場で検討頂くと良いかと思います。 
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